
区画線と自動運転の最新情報
自動運転やLKAS（車線維持支援システム）に対応した剥離率
を利用した区画線評価と、ロードビューアーでできること。

全国道路標識・標示業協会



自動運転車両と道路インフラ
日本自動車工業会の提言

2全国道路標識・標示業協会



道路インフラへの要望 ： センサーで検出できる区画線
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道路インフラへの要望 ： 車載センサーによる検出性と課題
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道路インフラへの要望 ： 車載センサーによる検出性と課題
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今までの区画線補修基準
ASTM評価と目視評価ランク
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ASTM（American Society for Testing and Materials）による評価
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全標協の目視評価ランクによる塗り替え基準
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目視により、評価用写真と実際の状況の比較評価を行う。

根拠として、ランクごとにそれぞれ機器を用いて剥離率、反
射、輝度値、拡散反射率及び色差を測定し、分析を行った。

目視評価ランク３で塗り替えが望ましいとの結論が出ている。
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自動運転に対応した区画線の補修基準
剥離率を利用した効率的な診断方法
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車線維持支援システムが認識可能な区画線管理
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国土交通省資料



自動運転の普及拡大に向けた道路との連携に関する共同研究
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自動運転の普及拡大に向けた道路との連携に関する共同研究

12全国道路標識・標示業協会



土木技術資料に剥離率の目安が記載
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区画線の剥離率数値が記載されました
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区画線の評価に剥離率を利用し、かつ80％の剥離率までは自動運転車両は区画線を認識できると
結論付けています。
次年度以降は条件の悪い状況（早朝、雨、夕暮れ、夜間）などの認識について研究します。
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国総研の研究論文 <第20回ITSシンポジウム2022>
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「自動運転の普及拡大に向けた道路との連携に関する
共同研究」一年目の状況が発表されています。



土木技術資料にLKASの作動状況が掲載
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国総研試験走路で各メーカーの車が速度80㎞、
様々な条件下のもと段階的な区画線剥離率を再現
した道で、LKASの動作・非動作の作動状況の実験
をした結果が発表されました。

LKASが100％作動する区画線の剥離率は昼間・晴
では75％程度であることが示された。
「時間帯」や「天候」とLKAS作動率との関係分析を
引き続き行う。と記載されています。



寒地土木研究所の運転支援と区画線の研究
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全標協の目視評価ランクを使用
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寒地土木研究所の運転支援と区画線の研究
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Ｒ３関東・北陸・中部管内区画線等調査分析業務
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剥離率を利用した区画線の実態調査が国土交通省より発注されています。



Ｒ４東北地方整備局外区画線調査分析業務
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車線逸脱事故に関する資料（LKASの重要性）
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交通事故総合分析センターの資料で「車線逸脱事故の特徴」が示されています。

①死亡事故は車線逸脱事故が一番多い
②直線部の事故が一番多い
③状況は緩やかな逸脱
④要因は居眠りが多い
⑤気が付くのは衝突時 という結論を出しています。

LKAS（車線維持支援システム）と認識可能な区画線
で事故を防ぐことが可能です



ロードビューアーについて
剥離率を使った区画線の診断技術
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道路構造物の点検要領について
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道路構造物の点検要領について
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令和４年度インフラ DX 大賞受賞しました
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令和４年度インフラ DX 大賞受賞しました
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ロードビューアーがNETISでVEを取得しました。
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区画線の補修の必要な箇所がわかります
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スマホで撮影→AI自動診断→地図に表示

区画線の調査などが、簡単にできます。

自動運転等に必要な区画線等の維持補修にご利用ください。

スマホで撮影

AI自動診断

地図に表示
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成果品のサンプルです
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補修の必要な箇所と数量が視覚的に把握できます。



全国の区画線発注状況
全国の区画線の予算や調査状況の情報です。

黒岩神奈川県知事の選挙公約で「AI技術により消えかけ白線ゼロを目指す」

と約束されました。
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静岡県
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• 令和４年度と５年度で「緊急交通安全対策事業
費（新規）」として、車両の路外や対向車線へ
の逸脱防止のため、区画線再設置（道路白線、
黄線の引き直し）で、各年度５億の予算が付き
ました。

• 全標協静岡県協会では県道全線の区画線調
査をおこない、現況把握を始めました。



兵庫県

33全国道路標識・標示業協会

• 道路上の消えた白線３千キロを５年かけて引き
直します。

• 県は必要に応じ、年間１億４千万の予算で１９
０キロずつを引き直してきたが「線が消える速
さに追いつかない状況です。

• 県は年間予算を３億円ずつ追加し、１年で６００
キロ、５年で３千キロすべてを引き直します。



福山市
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• ５月からAIを活用し、市道３５００キロのうち、特
に交通用が多い約５００キロを調査した。

• 年５回の道路パトロールの際に白線の状態も
確認してきたが、目視のため明確な判断基準
がなかった。

• 本年度は前年度比約３倍の２億１２００万円を
白線の引き直しに充てる。

• LKASが普及する中、点検の精度を高める。



神奈川県警（白線調査と補修）
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• AIを活用し、消えかけた白線を自動検知する新
事業を開始する。

• スマートフォンで撮影し、AIが判定した消えか
けた白線を県と共有し、県を通じて自治体や国
とも共有する仕組みを検討している。

• ２１年度の横断歩道などの補修費は約６億５０
００万だったが、２３年度は１２億２０００万を計
上している。



神奈川県警（補修基準ほか）
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• ２０２４年度までに６割以上が消えている横断
歩道の補修を完了する見込み。

• これまで困難だった長距離にわたる黄色中央
線の摩耗診断も可能になる。

• 区画線の新設に対しては国庫補助があるが、
白線の引き直しを含む補修事業は補助対象外
のため、県は国に対して補修も補助の対象に
加えるよう要望している。


